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臨時部長会議開催結果  概要  

●日 時 令和 6 年 2 月 15 日（木） 午後 3 時 09 分から午後 3 時 45 分まで 

●場 所 ３Ａ会議室 

●出席者 

■は出席（代理出席は○） 

■ 市長 ■ 内田副市長 ■ 髙橋副市長 ■ 教育長 

■ 政策部長 ■ 総務部長 ■ くらし安心部長 ■ 文化スポーツ

部長 

■ 福祉部長 ■ こども健康部長 ■ 環境産業部長 ■ はだの魅力づくり

担当部長 

■ 都市部長 ■ 建設部長 ■ 上下水道局長 ■ 教育部長 

■ 消防長       
 

進行：副市長 事務局：総合政策課課長代理（政策調整担当）、担当 

陪席：秘書課長 

●会 議 

１ 市長あいさつ 
２ 報告事項 
（1） 令和６年３月秦野市議会第１回定例月会議提出議案等について 

［総合政策課・財政課］ 
（2） 令和６年能登半島地震における本市の対応状況について  

［危機管理監・上下水道局長・消防長］ 

●会議概要 

１ 市長あいさつ 

・11 日（日）に、市町村対抗神奈川駅伝競走大会が４年ぶりに開催された。 

・市職員も参加し、11 月から練習会等を重ね、最後まで粘り強く走った。 

・残念ながら、目標としていた８位入賞には届かなかったが、これまでの努

力に敬意を表するとともに、来年の活躍に期待したい。 

・本日は、26 日（月）から始まる第１回定例月会議を控えた臨時部長会議で

ある。 

・昨日までに各会派との懇談会を終えたが、明日 16 日（金）には正副議長へ

当初議案の申し入れを行い、来週 19 日（月）には施政方針と合わせて発送す

る予定である。 

・令和６年度当初予算は、これまで種をまいてきた様々な取組みを着実に進

めるとともに、新たな事業にも積極果敢に挑戦して、実りある成果へとつな

げていくため、「ふるさと秦野の輝く未来へ、歩みを加速させる予算」とし

て編成した。 

・一般会計では、過去最大の規模となる 605 億 8,000 万円で、全会計の合計

は、1,033 億 3,300 万円となる。 

・防災・減災対策については、元日の能登半島地震で甚大な被害を受けた被

災地の復旧や復興への歩みに学びながら、市民総ぐるみの防災・減災対策や

地域コミュニティの充実強化に取り組んでいきたい。 

・100 年に１度の危機と言われた新型感染症との４年にわたる戦いを乗り越

えて、社会活動が本格化するなか、令和８年度の県道 705 号拡幅整備後を見
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据えた秦野駅北口周辺のまちづくりや、令和９年度の新東名全線開通を見据

えた表丹沢スマートインターチェンジ周辺のまちづくりに取り組む。 

・これにより、地域のにぎわいを引き出し、安全安心につながるインフラ整

備を着実に進めるとともに、新東名の広域利便性を最大限活用した、新たな

産業系土地利用と企業誘致促進を支援していきたい。 

・コロナ禍を機に急速に進められているデジタル化では、行政サービスへの

導入を政策的、戦略的に展開するとともに、自治会など、市民活動における

デジタル化の導入活用支援や、市内経済の好循環と地域コミュニティの活性

化を目的とした電子地域通貨の導入に向けた取組みを進めていきたい。 

・また、産後ケア事業の拡充や、公立児童ホームの対象学年の拡大、医療費

助成の対象年齢の拡大など、妊娠・出産から子どもたちが社会に羽ばたくま

での切れ目ない支援の充実強化を図り、「女性と子どもが住みやすいまちづ

くり」を推進する。 

・こうしたハード面、ソフト面の様々な取組みを着実に進めながら、引き続

き、「表丹沢の魅力づくり」と「小田急線４駅周辺のにぎわい創造」を軸と

した、移住・定住人口の増加につながる施策を展開し、魅力あふれる「全国

屈指の森林観光都市」の理念化を進めていきたい。 

・そして、これからの自治体経営には、地域社会をともに創造する「自治体

間協調」が必要だと考える。 

・厚木市、伊勢原市、愛川町、清川村との「県央やまなみ広域連携」や、中

井町、大井町、松田町との「１市３町広域連携」などの広域行政により、地

域共通の資源を生かし、協働して魅力を育み、全国へ発信し、地域全体の発

展へとつなげていきたい。 

・秦野市は令和７年１月１日に市制施行 70 周年を迎える。次の時代を担う

「はだのっ子」とともに、先人たちのこれまでの歩みを振り返り、ふるさと

秦野への誇りと愛着を更に高めながら、輝かしい未来に向かって着実に歩み

を進めていきたい。 

・しかし、これらの取組みは、財政の健全化を前提としたものでなければな

らない。 

・部局長には、施政方針をしっかり熟読してもらい、内容を共有したうえ

で、第１回定例月会議と新年度に臨んでもらいたい。 

・今回は、予算の審議を中心に長丁場の議会となるが、最後まで気を緩め

ず、万全の準備で、部局間の連携を密にしながら、それぞれしっかりと説明

責任を果たしてもらいたい。 

・市職員や、市内小中学校でも、コロナやインフルエンザの感染者がみられ

る。体調管理には十分に留意をしてもらい、職務の遂行と議会への対応を重

ねてお願いする。 

 

２ 報告事項 

（1） 令和６年３月秦野市議会第１回定例月会議提出議案等について 

［総合政策課・財政課］ 
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【説明】資料に基づいて説明 

 【意見・質疑】 

  問．代表質問を行う議員は決まっているのか。 

  答．志政会は高橋文雄議員、創和会・市民クラブが福森真司議員、とも

につくる秦野は古木勝久議員、公明党は中村英仁議員、みらいを変え

るが大塚毅議員と聞いている。 

 

（2） 令和６年能登半島地震における本市の対応状況について 

［危機管理監・上下水道局長・消防長］ 

【説明】資料に基づいて説明 

 【意見・質疑】 

  問．避難者の状況や、ペット避難についてなど、避難所で気づいた点を

情報提供してほしいがどうか。  

  答．１月に派遣した職員は、避難所内の業務に従事しなかったため、避

難所の状況で報告できる内容はないが、今後も派遣を予定してお

り、後日報告書を作成し報告する。また、状況が落ち着いてきた頃

に、被災地の職員と情報交換もしていきたいと考えている。 

 

 


